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中
国
人
民
元
国
際
化
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て

薛　
　
　
　
　

軍

は
じ
め
に

　

薛
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
く
の
は
二
回
目
で
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き

大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
今
日
の
テ
ー
マ
の

人
民
元
国
際
化
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で

報
告
し
た
際
に
も
少
し
触
れ
ま
し
た
。
以
前
、
北
京
の
中

国
社
会
科
学
院
で
大
き
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
六

年
に
わ
た
っ
て
研
究
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
の
テ
ー

マ
は
中
国
辺
境
貿
易
、
辺
境
経
済
開
発
で
、
至
る
と
こ
ろ

で
人
民
元
経
済
の
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
一
〇
年

前
の
こ
と
で
、
そ
こ
で
の
研
究
を
ま
と
め
て
、
二
〇
一
一

年
に
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
報
告
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
れ
以
来
、
人
民
元
の
国
際
化
は
も
の
す
ご
い
勢
い
で

進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
今
年
の
展
開
は
非
常
に
急
速
で
、

私
自
身
も
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
気
持
ち
を
抱
い
て
い
ま

す
。
今
日
は
、
そ
の
辺
り
の
こ
と
を
ま
と
め
て
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
日
は
、
資
料
の
２
ペ
ー
ジ
の
構
成
の
と
お
り
、
次
の

四
つ
に
分
け
て
報
告
し
ま
す
。

　

一�
、
人
民
元
為
替
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
市
場
化
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改
革

　

二
、
人
民
元
国
際
化
の
実
態

　

三�
、
地
域
統
合
か
ら
見
た
人
民
元
国
際
化
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
展
開

　

四�

、
人
民
元
国
際
化
に
お
け
る
中
国
政
府
の
ス
タ
ン
ス

及
び
そ
の
問
題
点

一�

、
人
民
元
為
替
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム

と
そ
の
市
場
化
改
革

（
人
民
元
為
替
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
）

　

人
民
元
為
替
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
市
場
化
改
革

を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

今
、
人
民
元
国
際
化
に
は
大
き
な
壁
が
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
金
融
の
自
由
化
で
す
。
中
国
で
よ
く
言
わ

れ
る
こ
と
で
す
が
、
資
本
勘
定
が
完
全
に
開
放
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
為
替
が
変
動
制
に
な
っ

て
い
な
い
こ
と
で
す
。

　

資
料
の
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
の
中
国
の
為

替
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
連
し
て
、
皆
さ
ん
に
管
理
フ

ロ
ー
ト
制
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
覚
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
は
、
固
定
制
で
も
な
く
、
変
動

制
で
も
な
い
、
そ
の
中
間
に
あ
る
も
の
で
す
。
二
〇
〇
五

年
七
月
か
ら
人
民
元
の
改
革
が
始
ま
り
、
よ
う
や
く
米
ド

ル
と
の
リ
ン
ク
か
ら
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
に
切
り
か
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
い
う
表
現
を
用
い
て

説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
資
料
の
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
Ｂ
（Band

）
は
、
変
動
幅
の
こ
と
で
す
。
変

動
幅
は
上
下
一
定
の
範
囲
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初

は
〇
・
三
％
で
し
た
が
、
今
年
三
月
か
ら
二
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
は
、
中
間
値
の
上
下
二
％
の
幅
の
中
で
為
替

レ
ー
ト
が
決
ま
り
ま
す
。
も
う
一
つ
の
Ｂ 

（Basket

）

は
、
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
制
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
人
民
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元
を
米
ド
ル
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
通
貨
に
連
動
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
Ｃ
（Craw

ling

）
は
、
漸
進
性
の
こ
と
で

す
。
人
民
元
の
切
り
上
げ
は
一
気
に
行
わ
ず
、
徐
々
に

ゆ
っ
く
り
改
善
し
て
い
く
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

（
人
民
元
為
替
改
革
の
歩
み
）

　

二
〇
〇
五
年
以
後
の
人
民
元
為
替
改
革
の
歩
み
を
振
り

返
り
ま
す
。
資
料
の
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
二
〇

〇
五
年
七
月
の
改
革
か
ら
今
年
六
月
ま
で
の
間
に
、
人
民

元
対
米
ド
ル
の
中
間
値
が
三
四
・
五
％
上
昇
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
で
は
、
一
方
的
な
切
り
上
げ
の
傾
向
は
見

ら
れ
な
く
な
り
、
上
下
に
変
動
す
る
こ
と
が
常
態
化
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
民
元
為
替
の
改
革
が
新
し
い
段
階

に
入
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
表
１
の
「
人
民
元
為

替
改
革
の
歩
み
」
か
ら
、
変
動
幅
の
推
移
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
が
、
変
動
幅

は
、
二
〇
〇
五
年
の
〇
・
三
％
か
ら
現
在
の
二
％
へ
と

徐
々
に
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
改
革
も
、

こ
の
変
動
幅
を
徐
々
に
拡
大
す
る
形
で
進
ん
で
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
人
民
元
為
替
の
市
場
化
改
革
）

　

次
に
、
人
民
元
為
替
の
市
場
化
に
向
け
た
改
革
を
取
り

上
げ
ま
す
。
資
料
の
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
後

の
人
民
元
為
替
の
新
し
い
方
向
と
し
て
、
先
ほ
ど
申
し
ま

し
た
よ
う
に
、
為
替
レ
ー
ト
が
上
下
に
変
動
す
る
状
態
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
人
民
元
の
為
替
レ
ー

ト
は
現
在
、
徐
々
に
均
衡
状
態
に
近
づ
い
て
い
る
と
い
う

認
識
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
為
替
レ
ー
ト
の
変

動
幅
は
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
ま
し
て
、
為
替
レ
ー
ト
は
上
下
の
変
動
を
繰
り
返

す
こ
と
が
常
態
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

為
替
の
市
場
化
の
最
大
の
ネ
ッ
ク
は
、
国
内
の
金
利
自

由
化
で
す
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
為
替
の
変
動
幅
の
拡
大
は
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困
難
で
す
。
現
在
、
金
利
自
由
化
へ
の
改
革
が
強
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
銀
行
は
先
々
週
、
二
〇
一
六
年
末
ま

で
に
中
国
の
金
利
自
由
化
は
ほ
ぼ
完
了
す
る
と
い
う
予
測

を
出
し
ま
し
た
。

　

資
料
の
８
ペ
ー
ジ
で
整
理
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
一

般
的
に
は
、
人
民
元
為
替
改
革
は
、
中
国
の
全
て
の
金
融

改
革
の
中
で
最
も
容
易
な
も
の
、
一
番
易
し
い
も
の
と
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
の
人
民
元
安
の
圧
力

の
も
と
で
は
、
こ
の
見
方
が
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
現
時
点
で
は
、
中
国
人
民
銀
行
は

依
然
と
し
て
現
行
の
政
策
を
変
え
な
い
で
改
革
を
加
速
し

て
い
ま
す
。

　

将
来
の
人
民
元
の
動
向
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
説
が

あ
り
ま
す
。
資
料
の
９
ペ
ー
ジ
で
い
く
つ
か
の
見
方
を
整

理
し
て
い
ま
す
。
為
替
の
安
定
を
保
つ
こ
と
は
、
人
民
元

国
際
化
の
戦
略
の
要
求
を
満
た
し
、
経
済
大
国
と
し
て
の

義
務
を
果
た
す
こ
と
で
す
の
で
、
結
論
か
ら
申
し
ま
す

と
、
人
民
元
が
下
落
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
と
し
て
も
、

そ
の
幅
は
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
最
近
、
今
後
一
〇
年
ほ
ど
米
ド
ル
高
傾
向
の
中
で
、

人
民
元
が
む
し
ろ
切
り
下
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
言

わ
れ
て
お
り
、
中
国
の
国
内
で
結
構
議
論
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
私
は
依
然
と
し
て
先
に
申
し
上
げ
た
よ
う
な
考
え
方

を
持
っ
て
い
ま
す
。

二
、
人
民
元
国
際
化
の
実
態

⑴
　
人
民
元
国
際
化
の
提
起

　

資
料
の
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
人
民
元
国
際
化
が
提
起
さ
れ
た
主
な
理

由
と
し
て
、
外
貨
準
備
資
産
の
減
価
リ
ス
ク
の
防
止
、
国

際
通
貨
制
度
の
公
平
性
の
欠
如
、
今
後
の
米
中
競
争
の
三

つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
外
貨
準

備
資
産
の
減
価
リ
ス
ク
の
防
止
が
主
な
理
由
で
す
。
中
国
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の
外
貨
準
備
は
巨
額
に
上
っ
て
い
ま
す
。
資
料
の
12
ペ
ー

ジ
の
下
の
右
図
の
と
お
り
、
中
国
は
、
一
九
九
三
年
か
ら

経
常
収
支
の
黒
字
を
維
持
し
、
二
〇
年
間
、
資
本
輸
出
を

続
け
た
結
果
、
五
兆
元
の
海
外
資
産
と
三
兆
元
の
海
外
負

債
を
持
っ
て
お
り
、
海
外
純
資
産
は
二
兆
元
に
上
っ
て
い

ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
の
一
二
年
間
、
対
外
投

資
収
益
が
赤
字
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
中
国
に

と
っ
て
大
変
な
悩
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

資
料
の
12
ペ
ー
ジ
の
上
の
方
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
人
民

元
国
際
化
の
マ
ク
ロ
条
件
と
し
て
、
ま
ず
中
国
の
国
力
が

増
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
二
つ
目
は
、
通
貨

が
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
三
つ
目
は
、
イ
ン
フ
レ

率
が
あ
ま
り
高
く
な
い
こ
と
で
す
。
イ
ン
フ
レ
率
は
、
最

近
一
二
年
間
の
平
均
で
二
％
未
満
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
も
う
一
つ
、
資
料
に
は
書
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
中
国

政
府
は
国
内
の
金
融
改
革
を
促
進
す
る
た
め
に
人
民
元
の

国
際
化
を
加
速
し
て
い
る
と
い
う
見
方
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
人
民
元
国
際
化
の
最
終
目
標
を
二
つ
挙
げ
て
い

ま
す
。
一
つ
は
、
簡
単
に
申
し
ま
す
と
、
米
ド
ル
、
ユ
ー

ロ
に
次
ぐ
世
界
的
ハ
ー
ド
通
貨
に
な
り
た
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
二
つ
目
と
し
て
、
中
国
の
国
際
的
な
地
位
の
向
上

と
シ
ニ
ョ
リ
ッ
ジ
の
獲
得
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
報
道
で
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
説
明

は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵
　
こ
れ
ま
で
の
人
民
元
国
際
化
の
推
移

　

こ
れ
ま
で
の
人
民
元
国
際
化
の
推
移
を
見
て
い
き
ま

す
。
資
料
の
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
前
の
こ
と
は
、
最
初
に
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
報
告

し
た
際
に
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
結
論
か
ら
簡

単
に
申
し
ま
す
と
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
は
、
民

間
の
自
発
的
な
市
場
行
為
を
中
心
に
、
中
国
の
周
辺
地
域

か
ら
人
民
元
国
際
化
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一

九
九
二
年
に
中
国
辺
境
地
域
経
済
開
発
戦
略
が
出
さ
れ
た
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こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
辺
境
貿
易
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
か

ら
人
民
元
国
際
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
今
ま
で
の
状
況
を

紹
介
し
ま
す
。
二
〇
〇
九
年
に
人
民
元
貿
易
決
済
を
促
進

す
る
政
策
が
出
さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
従
来
の
辺
境
貿
易
に

お
け
る
民
間
・
自
発
的
な
市
場
行
為
を
中
心
と
し
た
段
階

か
ら
、
政
府
主
導
か
つ
全
面
・
多
様
な
段
階
に
移
っ
て
い

ま
す
。
当
面
、
中
国
人
民
元
を
海
外
に
流
し
て
い
く
主
な

手
段
は
、
資
料
の
13
ペ
ー
ジ
の
下
の
ほ
う
に
整
理
し
て
お

り
ま
す
よ
う
に
、
貿
易
、
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
協
定
、
人
民
元

ク
リ
ア
リ
ン
グ
バ
ン
ク
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
に
よ
る

オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
の
開
拓
、
米
ド
ル
以
外
の
主
要
な
通
貨

と
の
直
接
取
引
、
人
民
元
建
債
券
の
発
行
、
対
外
直
接
ま

た
は
間
接
投
資
、
地
域
・
国
家
間
の
協
力
・
援
助
、
観
光

な
ど
で
す
。

　

資
料
の
14
ペ
ー
ジ
で
人
民
元
国
際
化
の
実
績
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。
今
年
一
〇
月
ま
で
に
人
民
元
決
済
貿
易
は
八

兆
元
に
及
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
相
手
国
は
一
七
四
ヶ
国
で

す
。
現
在
で
は
二
八
の
通
貨
当
局
と
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
協
定

を
結
ん
で
い
ま
す
。
一
二
の
経
済
体
の
中
央
銀
行
と
人
民

元
ク
リ
ア
リ
ン
グ
バ
ン
ク
を
調
印
し
て
お
り
、
今
年
だ
け

で
八
件
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
三
〇
を
超
え
る
中
央
銀

行
が
人
民
元
を
外
貨
準
備
プ
ー
ル
に
入
れ
て
い
ま
す
。
現

時
点
で
、
約
二
〇
％
の
対
外
貿
易
、
三
〇
％
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ

（
対
内
直
接
投
資
）、
一
八
％
の
Ｏ
Ｄ
Ｉ
（
海
外
直
接
投

資
）
が
人
民
元
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
上
の

こ
と
は
、
人
民
元
が
貿
易
通
貨
か
ら
投
資
通
貨
、
さ
ら
に

備
蓄
通
貨
に
向
け
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

⑶�

　
人
民
元
貿
易
決
済
か
ら
オ
フ
シ
ョ
ア
資
本
市
場
の
開

拓
へ

（
貿
易
通
貨
か
ら
投
資
通
貨
）

　

資
料
の
15
ペ
ー
ジ
で
、
貿
易
と
投
資
に
お
け
る
人
民
元
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決
済
の
状
況
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
貿
易
決
済
に
つ
い
て
簡
単
に
申
し
ま
す
と
、
三

つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
人
民
元
決
済
の
規
模

と
割
合
が
急
増
し
て
お
り
、
規
模
は
前
年
比
で
五
七
・

五
％
増
加
、
割
合
は
二
四
・
五
％
と
な
り
ま
し
た
。
二
つ

目
と
し
て
、
貨
物
貿
易
が
主
で
六
五
・
二
％
を
占
め
ま
し

た
が
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
も
三
四
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
三
つ
目
と
し
て
、
輸
出
と
輸
入
の
バ
ラ
ン
ス
が
安
定

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
は
四
〇
・
六
％
と
五
九
・

四
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
に
つ
い
て
も
、
Ｏ
Ｄ
Ｉ
と
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
い
ず
れ
も
人

民
元
決
済
が
増
加
し
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
の
中
国
の
Ｏ

Ｄ
Ｉ
の
規
模
は
世
界
三
位
に
な
り
、
そ
の
う
ち
人
民
元
決

済
は
一
九
・
四
％
で
、
前
年
比
一
八
一
・
二
％
増
加
し
て

い
ま
す
。
Ｆ
Ｄ
Ｉ
に
お
け
る
人
民
元
決
済
の
割
合
も
六

一
％
ま
で
伸
び
て
い
ま
す
。

　

資
料
の
16
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
書
き
ま

し
た
よ
う
に
、
主
要
な
オ
フ
シ
ョ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

人
民
元
フ
ロ
ー
の
状
況
に
つ
い
て
は
三
つ
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
成
長
が
速
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今

年
九
月
ま
で
の
決
済
通
貨
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
ま
す
と
、

人
民
元
は
世
界
七
位
で
す
。
し
か
し
、
金
額
は
ま
だ
わ
ず

か
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
香
港
の
人
民
元

国
際
化
へ
の
貢
献
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
す
。
人
民
元

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
貿
易
で
あ
れ
、
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
商

品
で
あ
れ
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
絶
対
的
な
地
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
同
じ
九
月
ま
で
の
デ
ー
タ
で
、
世
界
の
人
民

元
オ
フ
シ
ョ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
香
港
の
シ
ェ
ア
は
、

決
済
が
九
七
・
二
六
％
、
証
券
が
七
一
・
七
三
％
、
預
金

が
五
六
・
八
％
、
貿
易
融
資
が
九
九
・
九
一
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
三
つ
目
は
、
香
港
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の

オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
セ
ン
タ
ー
の
発
展
も
非
常
に
速
い
こ

と
で
す
。
そ
の
速
さ
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
17
ペ
ー
ジ
の

下
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
九
月
の
時
点
で
、
香
港
を
除
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い
た
世
界
全
体
の
オ
フ
シ
ョ
ア
に
お
け
る
人
民
元
決
済
の

割
合
は
三
・
二
五
％
で
す
が
、
規
模
か
ら
見
る
と
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
イ
ギ
リ
ス
が
ト
ッ
プ
３

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
増
加
幅
は
五
七
四
％
、
五
一
七
％
、
二

三
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
の
開
拓
状
況
か
ら
見
る
人
民
元
国
際

化
の
現
状
）

　

資
料
の
18
ペ
ー
ジ
以
下
で
、
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
の
開
拓

状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
協
定
の
強
化
、
人
民
元
ク
リ
ア

リ
ン
グ
バ
ン
ク
の
設
立
な
ど
、
人
民
元
オ
フ
シ
ョ
ア
セ
ン

タ
ー
の
建
設
と
同
時
に
、
国
内
資
本
市
場
に
お
い
て
も
滬

港
通
（hu gang tong

）
や
Ｒ
Ｑ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
な
ど
の
試
行
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
人
民
元
国
際
化
の
中
心

が
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
人
民
元
貿
易
決
済
か
ら
オ
フ
シ
ョ

ア
市
場
の
開
拓
に
移
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
表
２
に
示
し
た
と
お
り
、
人
民
元
オ
ン
シ
ョ
ア
市
場

の
建
設
と
人
民
元
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
の
建
設
が
同
時
に
進

行
し
て
い
ま
す
。
時
間
の
推
移
に
従
っ
て
さ
ら
に
内
容
が

ふ
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
「
オ
ン
シ
ョ
ア
」
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
言
い
方
は
、
あ
る
い
は
正
し
く
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
海
外
を
開
拓
す
る
こ
と
か
ら
区
別
し
て
、
国

内
を
強
化
す
る
こ
と
を
表
す
表
現
と
し
て
、
オ
ン
シ
ョ
ア

と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
た
も
の
で
す
。
上
海
は
今
、
オ
ン

シ
ョ
ア
で
す
。
現
在
は
完
全
に
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
将
来
は
オ
フ
シ
ョ
ア
に
切
り
か
え
る
計
画
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
人
民
元
国
際
化
と
オ
ン
シ
ョ
ア
資
本
市
場
の
建
設
）

　

資
料
の
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
人
民
元
国
際
化

は
将
来
的
に
、
上
海
及
び
人
民
元
オ
ン
シ
ョ
ア
市
場
と
人

民
元
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
の
統
合
を
意
味
し
ま
す
。
国
内
資
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本
市
場
に
お
け
る
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
人
民
元
資
本
の
流
れ

の
チ
ャ
ネ
ル
と
規
模
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
、
オ
フ

シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
の
規
模
の
拡
張
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
現
在
試
行
中
の
上
海
な
ど
の
オ
ン

シ
ョ
ア
市
場
は
、
将
来
、
人
民
元
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
に
切

り
か
え
る
準
備
段
階
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

二
〇
一
四
年
、
中
国
は
人
民
元
オ
ン
シ
ョ
ア
投
資
の

チ
ャ
ネ
ル
の
改
革
を
早
め
ま
し
た
。
こ
こ
に
書
い
て
い
ま

す
よ
う
に
、
主
に
滬
港
通
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
人
民
元
資

本
の
移
動
、
Ｒ
Ｑ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
の
三
つ
を
中
心
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
滬
港
通
を
紹
介
し
ま
す
。
滬
港
通
と
は
「
上

海
・
香
港
・
ス
ト
ッ
ク
・
コ
ネ
ク
ト
」
の
こ
と
で
す
。
上

海
と
香
港
証
券
取
引
所
の
間
で
、
相
互
の
上
場
株
式
の
売

買
注
文
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
人
民
元
の
み
で
決
済
が

行
わ
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

実
験
は
人
民
元
国
際
化
に
向
け
た
大
き
な
進
歩
で
す
。
す

な
わ
ち
、
中
国
政
府
が
資
本
勘
定
の
自
由
化
を
進
め
る
決

心
を
世
の
中
に
見
せ
た
わ
け
で
す
。
滬
港
通
が
安
定
期
に

入
っ
て
か
ら
、
恐
ら
く
深
圳
と
香
港
証
券
取
引
所
の
間
の

深
港
通
も
開
始
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

二
つ
目
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
人
民
元
資
本
の
移
動
に
つ

い
て
は
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
以
来
、
中
国
政
府
に
よ
っ

て
、
義
烏
、
深
圳
市
前
海
地
区
、
上
海
自
由
貿
易
区
及
び

辺
境
な
ど
主
な
一
〇
個
の
地
域
に
お
い
て
、
個
人
口
座
に

お
け
る
人
民
元
決
済
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
人
民
元
貸
し
付

け
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
試
行
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
代
表
的

な
実
験
地
域
を
資
料
の
20
ペ
ー
ジ
、
21
ペ
ー
ジ
の
表
に
ま

と
め
ま
し
た
。
20
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
上
海
自
由
貿
易
試
験

区
、
深
圳
の
前
海
、
民
営
企
業
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る

温
州
、
個
人
決
済
の
唯
一
の
実
験
区
で
あ
る
義
烏
を
載
せ

て
い
ま
す
。
21
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
辺
境
の
実
験
地
域
を
載
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せ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
表
に
ま
と
め
た
と
お
り
で
す
の

で
、
時
間
の
関
係
で
詳
し
い
説
明
は
省
略
し
ま
す
。

　

三
つ
目
は
Ｒ
Ｑ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
で
す
。
資
料
の
22
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
Ｑ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
（Q

ualified D
om

estic 

Institutional Investor

（
適
格
国
内
機
関
投
資
家
））
は

皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
承
認
を
受
け
た
国

内
機
関
投
資
家
に
海
外
証
券
資
産
へ
の
投
資
を
認
め
る
も

の
で
す
。
こ
れ
と
Ｒ
Ｑ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
の
違
い
は
、
Ｒ
が
付
い
て

い
る
こ
と
、
つ
ま
り
人
民
元
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
投

資
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
要
は
、
中
国
投
資
家
に
海

外
人
民
元
市
場
を
開
放
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
の
資
本

勘
定
開
放
の
重
要
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
国
内
か
ら
の

投
資
手
段
が
少
な
い
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
一
定
の
解

決
策
を
示
し
た
も
の
で
す
。
先
月
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
オ
ー
プ
ン
な
も
の
に
し
て
、
た

く
さ
ん
の
商
品
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

（
人
民
元
国
際
化
と
オ
フ
シ
ョ
ア
資
本
市
場
の
建
設
）

　

次
に
、
オ
フ
シ
ョ
ア
資
本
市
場
の
建
設
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
今
年
、
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
の
発
展
が
非

常
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
一
〇
の
主
要
な
国
と
地

域
に
お
い
て
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
業
務
が
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
香
港
、
ロ
ン
ド
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

ト
ッ
プ
３
の
地
位
に
あ
り
ま
す
。
以
下
で
は
、
オ
フ
シ
ョ

ア
人
民
元
市
場
の
状
況
を
五
つ
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
資
料
の
23
ペ
ー
ジ
の
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
協
定
で

す
。
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
協
定
は
か
な
り
前
か
ら
結
ば
れ
て
き

て
お
り
、
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
提

携
先
を
見
ま
す
と
、
香
港
、
韓
国
な
ど
の
周
辺
地
域
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
新
興
地
域
、
地
域
の
ハ
ブ
国
家
で
あ

る
ト
ル
コ
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
さ
ら
に
西
側
先
進
国

の
カ
ナ
ダ
、
ス
イ
ス
に
ま
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

二
八
の
中
央
銀
行
と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
通
貨
ス
ワ
ッ
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プ
の
総
額
は
三
兆
元
を
超
え
て
い
ま
す
。
今
年
だ
け
で

も
、
ス
イ
ス
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
カ

タ
ー
ル
の
五
ヶ
国
と
調
印
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
人
民
元
の
直
接
取
引
（
以
下
「
直
取
」
と

言
い
ま
す
。）
で
す
。
資
料
の
24
ペ
ー
ジ
の
上
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
米
ド

ル
に
次
い
で
、
円
に
つ
い
て
も
、
二
〇
一
二
年
六
月
か
ら

人
民
元
の
直
取
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
状
で
は
理
想
的
な
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
九
月
ま
で
の
ま
と
め
で
は
、
元
と

直
取
が
で
き
る
主
要
な
通
貨
は
七
つ
（
米
ド
ル
、
円
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
、
豪
ド
ル
、
ポ
ン
ド
、
ユ
ー

ロ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ド
ル
）
で
す
。
こ
れ
以
外
で
は
、

ロ
シ
ア
の
ル
ー
ブ
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
リ
ン
ギ
ッ
ト
と
も

直
取
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
資
料
の
24
ペ
ー
ジ
の
下
の
Ｒ
Ｑ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
で

す
。
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
Ｑ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
（Q

ualified 

Foreign Institutional Investor

（
適
格
国
外
機
関
投

資
家
））
の
前
に
Ｒ
が
付
い
て
お
り
、
香
港
市
場
を
経
由

し
て
人
民
元
に
両
替
し
、
中
国
本
土
の
金
融
商
品
に
投
資

す
る
制
度
で
す
。
人
民
元
国
際
化
に
お
い
て
、
人
民
元
の

国
内
と
国
際
市
場
の
双
方
向
の
流
通
が
非
常
に
大
き
な
課

題
で
す
。
Ｒ
Ｑ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
の
推
進
は
こ
の
課
題
の
解
決
に
大

い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
資
料
の
25
ペ
ー
ジ
の
人
民
元
の
ク
リ
ア
リ

ン
グ
バ
ン
ク
で
す
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
人
民
元
国
際

化
の
ペ
ー
ス
が
速
ま
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
中
東
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
及
ぶ
人
民
元
の
ク
リ

ア
リ
ン
グ
バ
ン
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
年
の
一
一
月
ま
で
に
一
二
の
国
と
地
域
で
調

印
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
今
年
一
年
間
だ
け
で
、
イ

ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
韓
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
カ
タ
ー
ル
の
八
ヶ
国

の
中
央
銀
行
と
調
印
し
ま
し
た
。
日
本
は
遅
れ
を
と
っ
て



79―　　―

中国人民元国際化の現状と問題点について

い
ま
す
。
実
は
あ
る
専
門
家
か
ら
「
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
」
と
問
い
合
わ
せ
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
、
政
治
的
な

こ
と
は
一
時
的
な
も
の
な
の
で
、
積
極
的
に
や
れ
ば
よ
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
表
４
を
見
ま
す
と
、
委
任
銀
行
の
中

に
中
国
農
業
銀
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
農
業
銀
行
の
日

本
の
支
店
に
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
す
れ
ば
、
う
ま
く
い
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
日
本
に
も
人
民
元
ク
リ
ア
リ
ン

グ
バ
ン
ク
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

五
つ
目
は
、
資
料
の
26
ペ
ー
ジ
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元

債
券
で
す
。
債
券
市
場
は
ま
だ
非
常
に
小
さ
い
の
で
す

が
、
発
展
し
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
は
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民

元
債
券
の
発
行
が
前
年
比
で
倍
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ
の
副
総
裁
は
、「
こ
の
動
き
の
背

景
に
人
民
元
安
ド
ル
高
が
あ
る
と
し
て
、
投
資
者
は
人
民

元
債
券
を
単
な
る
通
貨
で
は
な
く
、
固
定
収
益
資
産
と
み

な
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
人
民

元
債
券
市
場
は
香
港
が
中
心
で
す
が
、
一
つ
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
一
〇
月
に
イ
ギ
リ
ス
で
初
め
て
人
民
元
債
券

が
発
行
さ
れ
、
直
接
イ
ギ
リ
ス
の
外
貨
準
備
資
産
プ
ー
ル

に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
人
民
元
へ
の
評
価
の
表
れ

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
債
券
以
外
の

人
民
元
金
融
商
品
も
、
市
場
は
小
さ
く
、
商
品
も
少
な
い

と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

三�

、
地
域
統
合
か
ら
見
た
人
民
元
国
際

化
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
展
開

⑴
　「
ア
セ
ア
ン
＋
チ
ャ
イ
ナ
」
経
済
関
係
の
深
化

　

い
ろ
い
ろ
な
本
や
レ
ポ
ー
ト
を
読
み
ま
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
地
域
統
合
か
ら
見
た
人
民
元
国
際
化
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
論
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
人
民

元
国
際
化
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
展
開
図
も
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
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中
国
は
、
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

と
同
時
に
、
地
域
統
合
に
よ
る
人
民
元
国
際
化
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
み
ず
か
ら
に
と
っ
て
有
利
な
グ
ロ

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
「
ア
セ
ア
ン
＋
チ
ャ
イ
ナ
」
経
済
関
係
は
深
化
し
て
き

て
い
ま
す
。
資
料
の
29
ペ
ー
ジ
に
あ
る
二
つ
の
表
は
、

「
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
貿
易
額
の
推
移
」
及
び

「
中
国
の
各
経
済
区
域
へ
の
直
接
投
資
状
況
」
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
表
か
ら
も
、
両
者
の
関
係

が
進
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

資
料
の
30
ペ
ー
ジ
に
二
つ
の
図
が
あ
り
ま
す
。
左
側
の

「
中
国
の
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
戦
略
の
推
移
と
展
開
」
と
い
う

図
を
見
ま
す
と
、
中
国
の
地
域
統
合
戦
略
が
着
実
に
拡
大

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
私
が
、
前
回
、
こ
こ
で

報
告
し
た
と
き
は
、
三
段
階
目
の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
１
・

Ｆ
Ｔ
Ａ
」
ま
で
で
し
た
が
、
今
は
四
段
階
目
の
「
海
上
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
」
ま
で
展
開
し
て
き
て
い
ま
す
。

⑵�

　
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
統
合
戦
略
か
ら
見
る
中
国
版

の
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

（「
一
帯
一
路
」
と
「
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
」
の
提

唱
）

　

最
近
、「
一
帯
一
路
」
と
い
う
こ
と
ば
を
目
に
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行

（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
銀
行
）
の
設
立
の
話
が
よ
く
報
道
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、「
一
帯
一
路
」
戦
略
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

資
料
の
31
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
「
一
帯
」
と
は
陸
路

で
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
済
帯
、「
一
路
」
と
は
二
一
世
紀

海
上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
一
年
前
に
習
近
平

さ
ん
が
外
遊
し
た
際
に
提
唱
し
ま
し
た
。
主
に
イ
ン
フ
ラ

建
設
、
文
化
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
貿
易
・
投
資
な
ど
の

分
野
で
協
力
体
制
を
構
築
す
る
一
種
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
す
。
私

は
最
初
、「
一
帯
一
路
」
戦
略
を
見
て
、
あ
ま
り
た
い
し
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た
こ
と
は
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
中
国
政
府
は
、
こ

の
戦
略
を
一
九
七
八
年
の
鄧
小
平
の
改
革
に
次
ぐ
、
第
二

段
階
の
改
革
開
放
戦
略
と
位
置
づ
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
戦
略
は
、
ア
メ
リ
カ
が
リ
ー
ド
し

て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
と

対
抗
す
る
か
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
Ｔ
Ｐ

Ｐ
加
盟
を
目
指
す
前
段
階
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

二
一
世
紀
海
上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
は
、
特
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
と
の
経
済
連
携
強
化
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国

は
、
二
一
世
紀
海
上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
生
か
し
て
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
を
よ
り
深
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
緊
密
な
経
済
関

係
、
す
な
わ
ち
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
１
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
を

軸
に
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
）

の
構
築
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

中
国
は
、「
一
帯
一
路
」
戦
略
と
同
時
に
、
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ

と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
基
金
の
設
立
を
始
め
て
い
ま
す
。
資
料

の
32
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
に
つ
い
て

は
、
皆
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ
な
報
道
を
見
た
り
聞
い
た
り
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
か
ら
見
ま
す
と
、
主
に
三

つ
の
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た

「
一
帯
一
路
」
戦
略
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
二
つ
目

は
、
人
民
元
国
際
化
の
第
一
歩
の
地
域
化
、
周
辺
化
を
推

進
す
る
こ
と
で
す
。
三
つ
目
は
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ

Ｄ
Ｂ
）
な
ど
を
補
完
す
る
こ
と
で
す
。

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
基
金
は
、
ご
く
最
近
、
一
一
月
の
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
）
総
会
で
、
習
主
席
が

突
然
設
立
を
宣
言
し
ま
し
た
。
中
国
が
四
〇
〇
億
米
ド
ル

を
拠
出
し
て
設
立
さ
れ
ま
す
。
一
部
の
報
道
に
よ
れ
ば
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
基
金
は
中
国
版
のM

arshall

計
画
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
そ
う
で
は
な
い
と
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思
っ
て
い
ま
す
。M

arshall

計
画
は
、
戦
後
、
ア
メ
リ

カ
が
欧
州
の
復
興
を
主
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
基
金
を
見
ま
す
と
、
あ
く
ま
で
も
地
域
協

力
・
開
発
が
中
心
で
、
援
助
が
目
的
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
中
国
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
で
の
地
域
統
合
戦
略
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
加
盟
準
備
）

　

資
料
の
33
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
統
合
戦
略
と
は
、「
一
帯
一
路
」
戦
略
を
も
と
に
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
、
主
に
北
東
方
面
、
南
方

面
、
西
方
面
の
三
つ
の
地
域
統
合
戦
略
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
で
す
。 

推
進
の
方
法
は
二
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
整
備
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
を
設
立
し
、
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
基
金
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
双

方
の
経
済
・
貿
易
・
交
流
を
拡
大
し
て
、
金
融
業
を
含
め

た
中
国
資
本
の
進
出
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。
長
期
的
に

見
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
中
国
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
と

見
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
国
を
含
め
、
ア
ジ
ア
諸
国
に

と
っ
て
、
短
期
的
に
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
困
難

で
す
。

　

資
料
の
34
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
私
は
、
ア
メ
リ

カ
は
い
ず
れ
中
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
受
け
入
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
Ａ
Ｂ
Ｃ

（A
nyone but China

）
戦
略
と
い
う
考
え
方
を
多
少

持
っ
て
い
ま
す
が
、
新
興
諸
国
、
特
に
中
国
が
参
加
し
な

い
地
域
統
合
は
実
質
的
に
意
義
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
図
４
で
示
し
ま
し
た
と
お

り
、
今
年
、
国
連
が
発
表
し
た
世
界
投
資
報
告
書
に
よ
れ

ば
、
世
界
の
二
〇
一
三
年
と
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
〇
七
年

の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
を
比
較
し
た
結
果
、
新
興
諸
国
を
主
と
す
る
地

域
統
合
の
発
展
速
度
は
、
先
進
国
を
中
心
と
す
る
地
域
統

合
よ
り
は
る
か
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
や
や
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異
な
っ
て
お
り
、
二
〇
一
三
年
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇

〇
七
年
の
平
均
値
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
中
の
新
興
市
場
の
成
長
が
ア
メ
リ
カ
の
減
速
を
相
殺

し
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

資
料
の
35
ペ
ー
ジ
に
も
書
い
て
い
ま
す
が
、
中
国
は
い

ず
れ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
盟
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
中
国

に
と
っ
て
、
短
期
的
な
戦
略
は
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ

（
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
）（
即
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
推
進

で
あ
り
、
中
国
は
、
現
在
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
の

交
渉
を
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
に
は
非
常

に
大
き
な
壁
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
壁
は
、
一
つ
は
ア
メ
リ

カ
、
も
う
一
つ
は
イ
ン
ド
で
す
。

（
中
国
版
の
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
最
終
目
標
と
現
状
）

　

資
料
の
36
ペ
ー
ジ
に
書
い
て
い
ま
す
よ
う
に
、
私
は
、

中
国
の
地
域
統
合
戦
略
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
加
盟
は

最
終
目
標
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
研
究
者
の
分
析
を
見
ま
す
と
、
東
方
証
券
首
席

経
済
学
者
の
邵
宇
さ
ん
は
三
つ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
中
国
の
最
終
目
標
は
新
た
な
対
外
利
益
交
換

モ
デ
ル
の
構
築
に
あ
り
、
み
ず
か
ら
の
利
益
に
適
う
国
際

貿
易
、
投
資
、
貨
幣
循
環
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
い
う

こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、
貿
易
に
よ
っ
て
国
と
国
の
経
済

関
係
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
過
剰
設
備
と
資
本
を
投

資
・
輸
出
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
つ

目
は
、
こ
の
過
程
に
人
民
元
国
際
化
戦
略
を
組
み
込
む
こ

と
が
で
き
、
人
民
元
国
際
化
に
よ
っ
て
最
終
的
に
中
国
の

経
済
的
影
響
力
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

中
国
に
お
い
て
今
後
実
施
さ
れ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

統
合
戦
略
及
び
「
一
帯
一
路
」
戦
略
が
互
い
に
呼
応
す
れ

ば
、
中
国
版
の
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
助
力
に
な
り
ま

す
。
評
論
家
の
石
斉
平
さ
ん
は
、
中
国
版
の
グ
ロ
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
は
三
つ
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
る
と
し
て
い
ま
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す
。
一
つ
目
は
各
種
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
拡
大
、
二
つ
目
は
陸
地
海

上
の
相
互
関
係
の
深
化
、
三
つ
目
は
人
民
元
国
際
化
を
含

ん
だ
世
界
経
済
の
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
ル
ー
ル
の

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
要
は
ル
ー
ル
を
つ
く
る
国
の
一
つ
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
は
夢
ば
か
り
で
、
現
実
は
厳
し
い

状
況
で
す
。
中
国
は
現
在
こ
の
戦
略
を
始
め
た
ば
か
り
の

段
階
で
、
特
に
国
際
金
融
分
野
に
お
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人

材
が
非
常
に
乏
し
い
の
が
実
情
で
す
。
国
際
機
関
に
お
い

て
も
発
言
力
は
ま
だ
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
発

言
力
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
37
ペ
ー
ジ
の
表
７
「
主
な
国

際
金
融
機
関
に
お
け
る
中
国
の
参
加
状
況
」
か
ら
も
わ
か

り
ま
す
。
中
国
が
軍
事
力
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
と
対
抗
す

る
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
経
済
分
野
に
お
い
て

も
、
中
国
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
と
大
き
な
差
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
る
た
め
、
協
力
と
競
争
に

よ
る
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
唯
一
の

道
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑶
　
人
民
元
国
際
化
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
展
開
図

　

い
よ
い
よ
人
民
元
国
際
化
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
私
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
図
を
つ
く
り
ま
し

た
。
資
料
の
40
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
総
括
し
て
言

え
ば
、
人
民
元
の
国
際
化
は
、
真
ん
中
の
一
つ
の
メ
イ
ン

ラ
イ
ン
と
二
つ
の
次
元
を
中
心
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
ラ
イ
ン
は
資
本
の
自
由
化
と
為
替
の
自
由
変
動
で

す
。
こ
れ
ら
は
人
民
元
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大
の

壁
で
す
。
二
つ
の
次
元
の
う
ち
、
一
つ
は
、
人
民
元
オ
フ

シ
ョ
ア
市
場
建
設
を
通
じ
て
オ
フ
シ
ョ
ア
の
広
さ
と
深
さ

を
高
め
る
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
中
国
版
の
グ
ロ
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
統
合
を
通
じ
て
人
民
元
の
周
辺

化
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
化
、
ア
ジ
ア
化
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　

メ
イ
ン
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
資
本
の
自
由
化
す
な
わ
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ち
資
本
勘
定
の
開
放
は
、
ま
ず
人
民
元
の
開
放
か
ら
始
ま

り
、
米
ド
ル
な
ど
の
ほ
か
の
通
貨
が
続
い
て
い
き
ま
す
。

こ
の
メ
イ
ン
ラ
イ
ン
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
人
民
元

為
替
の
市
場
化
改
革
を
通
じ
て
為
替
の
自
由
変
動
に
つ
な

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
中
国
の
地
域
統
合

戦
略
の
展
開
に
従
っ
て
、
今
後
、
貿
易
、
投
資
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
人
民
元
の
国
際
化
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
多
種

多
様
な
人
民
元
の
出
現
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
新
聞

報
道
で
、
貿
易
元
、
よ
く
言
わ
れ
るM

arshall

元
、
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
元
、com
m

odity

元
、
石
油
元
、
地
政
安
保

元
な
ど
い
ろ
い
ろ
出
て
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
は
今

は
一
つ
も
な
い
の
が
実
情
で
す
。

四�

、
人
民
元
国
際
化
に
お
け
る
中
国
政

府
の
ス
タ
ン
ス
及
び
そ
の
問
題
点

（
中
国
政
府
の
ス
タ
ン
ス
）

　

人
民
元
国
際
化
に
お
け
る
中
国
政
府
の
ス
タ
ン
ス
を
取

り
上
げ
ま
す
。
資
料
の
42
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
中

国
政
府
は
、
資
本
勘
定
の
開
放
を
加
速
す
る
ス
タ
ン
ス
を

と
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
で
す
。
こ
れ
ま
で
中
国
政
府

は
、
資
本
勘
定
の
開
放
は
ま
だ
早
い
と
考
え
て
き
ま
し
た

が
、
去
年
か
ら
こ
の
見
方
は
大
き
く
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
派
が
ふ
え
て
お
り
、
戦
略
的
プ
ラ
ン
と
実
際
の
推
進

方
法
の
両
方
に
お
い
て
ペ
ー
ス
が
速
ま
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
以
前
、
世
界
銀
行
と

中
国
政
府
が
共
同
研
究
を
行
っ
て
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に

中
国
の
資
本
自
由
化
が
実
現
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
の
ペ
ー
ス
を
見
ま
す
と
、
あ
と
三
～
五
年
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で
資
本
自
由
化
が
実
現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
先
ほ
ど
電
車
の
中
で
見
た
新
聞
の
朝
刊
に
は
、
二

〇
二
〇
年
、
つ
ま
り
あ
と
五
年
で
実
現
す
る
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
表
９
は
、
二
〇
一
三
年
ま
で
と
今
年
以
降
の

二
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
、
中
国
政
府
の
資
本
勘
定
の
開

放
に
関
す
る
戦
略
と
具
体
的
な
進
め
方
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
説
明
は
省
略
し
ま
す
。

　

中
国
政
府
の
も
う
一
つ
の
ス
タ
ン
ス
は
、
上
海
と
香
港

の
役
割
を
生
か
す
こ
と
で
す
。
資
料
の
43
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
上
海
と
香
港
は
中
国
に
と
っ
て
特
別
な
存
在

で
す
。
ま
ず
、
香
港
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
16
ペ
ー
ジ
で

も
整
理
し
て
い
ま
す
が
、
海
外
の
資
本
が
中
国
大
陸
と
取

引
す
る
場
合
、
一
旦
香
港
を
通
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
人
民
元
国
際
化
に
よ

り
生
じ
る
リ
ス
ク
を
あ
る
程
度
ヘ
ッ
ジ
す
る
方
法
と
見
ら

れ
ま
す
。
香
港
に
は
ほ
か
の
役
割
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
上
海
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
を
人
民
元
オ
フ
シ
ョ
ア
金

融
セ
ン
タ
ー
に
す
る
こ
と
は
、
中
国
が
上
海
に
国
際
金
融

セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
一
環
と
見
て
い
ま
す
。
現
在
、
中

国
は
上
海
自
由
貿
易
区
を
資
本
勘
定
開
放
の
試
験
区
域
と

し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
自
由
貿
易
区
内
に
オ
フ
シ
ョ
ア

金
融
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
考
え
で
す
。

（
人
民
元
国
際
化
の
問
題
点
）

　

次
に
人
民
元
国
際
化
の
問
題
点
を
取
り
上
げ
ま
す
。
資

料
の
45
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
ず
、
人
民
元
が
過

大
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
点
を
見
て
も
、
人
民
元
国
際
化
は
ま

だ
ま
だ
初
期
段
階
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
見
通
せ
ま

せ
ん
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
タ
イ

ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
中
国
の
人
民
元
国
際
化
は
三
つ

の
山
に
直
面
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
一
つ
の
山
は
、

先
ほ
ど
紹
介
し
た
ネ
ッ
ク
、
つ
ま
り
金
利
と
為
替
レ
ー
ト
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の
市
場
化
で
す
。
こ
れ
は
人
民
元
の
価
格
と
か
か
わ
る
こ

と
で
す
。
二
つ
目
の
山
は
、
資
本
勘
定
で
の
兌
換
を
完
全

に
自
由
化
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
人
民
元
の
流
動
性
に

関
す
る
重
要
な
課
題
で
す
。
三
つ
目
の
山
は
、
先
ほ
ど
も

申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
債
券
市
場
の
規
模
が
非
常
に
小
さ

く
、
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
人
民
元
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
深
さ
に
つ
な
が
る
こ
と
で

す
。

　

資
料
の
45
ペ
ー
ジ
に
「
政
府
の
実
行
力
が
問
わ
れ
る
」

と
書
き
ま
し
た
。
中
国
政
府
は
一
九
九
六
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
八

条
国
に
な
っ
て
貿
易
の
自
由
化
を
実
現
し
ま
し
た
。
当
時

は
、
五
年
か
け
て
資
本
の
完
全
な
開
放
を
実
現
す
る
と
い

う
前
向
き
の
宣
言
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
翌
年
、
ア

ジ
ア
通
貨
危
機
が
発
生
し
た
た
め
に
、
政
策
を
転
換
し
ま

し
た
。
こ
の
政
策
の
転
換
に
よ
り
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
金
融
危
機
の
中
国
経
済
へ
の
影
響
を
あ
る
程
度

防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
点
か
ら
見
て
、
中

国
政
府
の
主
張
は
空
論
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
今
で
も
ま
だ
国
内
の
一
部
に
強
い
慎
重
論
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
代
表
は
以
前
、
私
の
上
司
だ
っ
た
余
永
定
さ
ん

と
い
う
人
で
す
。

　

最
後
の
46
ペ
ー
ジ
に
「
政
治
改
革
と
も
言
え
る
」
と
書

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
私
が
強
調
し
た
い
の
は
、
統
制
が
強

い
中
国
に
と
っ
て
、
自
由
化
を
進
め
る
こ
と
は
政
治
的
な

意
味
も
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後
の
中
国
に

と
っ
て
、
資
本
勘
定
で
の
兌
換
を
自
由
化
す
る
こ
と
は
、

経
済
の
み
な
ら
ず
、
政
治
の
改
革
と
も
言
え
ま
す
。
人
民

元
の
国
際
化
に
当
た
っ
て
は
、
人
民
元
の
自
由
兌
換
の
実

現
、
及
び
人
民
元
為
替
の
完
全
な
変
動
制
へ
の
転
換
な
ど

が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
他
方
、
完
全
な
資
本
自
由
化
が
実

現
す
れ
ば
、
中
国
の
経
済
、
社
会
、
政
治
が
混
乱
に
陥
る

可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

時
間
が
少
々
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
以
上
で
す
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）
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大
前
常
務
理
事　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
国
人
民
元
の
国
際
化
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
き
ま
し

て
、
幅
広
い
観
点
か
ら
包
括
的
に
丁
寧
に
御
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
若
干
時
間
を
残
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
御
質
問
等
を
お
受
け
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

質
問
者　

人
民
元
の
国
際
化
の
経
緯
等
に
つ
い
て
大
変
詳

細
に
教
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

国
際
化
に
つ
い
て
前
向
き
と
い
う
か
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
お

話
が
ず
っ
と
続
い
た
後
、
最
後
の
と
こ
ろ
で
「
政
府
の
実

行
力
が
問
わ
れ
る
」、「
政
治
改
革
と
も
言
え
る
」
と
い
う

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
実
は
私
は
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア

通
貨
危
機
の
渦
中
に
香
港
に
お
り
ま
し
た
。
先
生
が
ま
さ

に
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
中
国
人
民
銀
行
は
、

一
九
九
六
年
一
二
月
に
経
常
勘
定
の
自
由
化
を
行
い
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
の
プ
ッ
シ
ュ
も
あ
っ
て
翌
年
か
ら
資
本
取
引
の
自
由

化
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、
ア
ジ
ア

通
貨
危
機
で
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
他
国
の
事
例
を

「
他
山
の
石
」
と
し
て
、
資
本
取
引
の
自
由
化
は
相
当
な

改
革
を
行
っ
た
上
で
な
け
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
事
象

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
国
は
、
日
本
等
外
国
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

協
力
を
受
け
な
が
ら
、
市
場
改
革
に
努
め
て
き
た
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
、
現
在
の
政
治
体
制
を
維
持
し
た
上
で
金

融
の
自
由
化
に
入
り
込
む
こ
と
は
、
中
国
自
身
に
と
っ
て

相
当
危
険
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
資
本
取
引
の

自
由
化
と
人
民
元
の
変
動
相
場
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
と
、
ま
さ
に
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
と
き
に
タ
イ
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
こ
う
む
っ
た
よ
う
な
惨
事
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
混
乱
を
有
効

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
中
国
人
民
銀
行
の
金
利
機
能
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
同
行
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
仲
介
す
る
市
中
銀
行
の
健
全
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
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と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
中
央
銀
行
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
市
中
銀
行
の
健

全
性
を
議
論
す
る
際
に
は
、
ご
案
内
の
と
お
り
、
中
国
の

社
会
主
義
計
画
経
済
と
一
体
と
な
っ
た
四
大
国
有
商
業
銀

行
が
金
融
資
産
の
半
分
以
上
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
有
銀
行
で
あ
る
四
大
商
業
銀

行
が
、
資
本
取
引
の
自
由
化
に
よ
っ
て
、
政
府
の
援
助
な

し
に
、
海
外
の
銀
行
と
対
等
に
や
っ
て
い
け
る
の
か
ど
う

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
金
融
自
由
化
へ
の
国
内
の
対
応
と
し
て
、

今
年
の
全
国
人
民
代
表
大
会
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
貸
出
金

利
に
加
え
て
、
預
金
金
利
の
自
由
化
を
進
め
て
い
く
方
向

が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
精
神
は
、
銀
行
に
自
由
な

競
争
を
さ
せ
、
こ
れ
は
現
実
に
は
な
か
な
か
言
い
づ
ら
い

こ
と
で
す
が
、
経
営
が
悪
け
れ
ば
原
則
と
し
て
破
綻
も
許

容
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
銀
行
が

破
た
ん
し
た
場
合
に
一
般
の
国
民
の
預
金
が
毀
損
し
な
い

よ
う
、
預
金
保
険
制
度
を
つ
く
る
た
め
の
試
案
が
既
に
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
割
以
上
の
金
融
資
産
を
持
っ
て
い

る
四
大
国
有
商
業
銀
行
が
潰
れ
る
こ
と
は
実
際
に
は
な
い

わ
け
で
す
が
、
試
案
で
は
、
こ
れ
ら
の
銀
行
も
預
金
保
険

料
を
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
主
義
計
画
経
済
、
あ
る
い
は
も
っ
と
言
え
ば
中
国

共
産
党
一
党
独
裁
の
枠
内
で
、
改
革
開
放
以
降
こ
れ
ま
で

三
十
数
年
の
間
に
、
貿
易
の
自
由
化
や
企
業
活
動
の
自
由

化
ま
で
は
実
行
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
ど
う
考
え
て

も
最
後
の
金
融
の
自
由
化
だ
け
は
国
内
の
政
治
体
制
を
変

え
な
い
と
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
内

政
治
体
制
を
変
え
な
い
ま
ま
で
金
融
の
自
由
化
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
む
し
ろ
危
険
だ
け
を
背
負
う
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、
私
の

考
え
方
は
か
な
り
余
永
定
さ
ん
に
近
く
、
こ
の
点
に
つ
い

て
確
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
薛
先
生
の
お
話
を
伺
う
の
は
、
今
回
が
二
回
目
で
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す
。
人
民
元
国
際
化
の
話
は
こ
の
前
も
出
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
し
、
実
際
に
人
民
元
国
際
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
も
事
実
で
す
。
人
民
元
国
際
化
を
進
め
る
背
景
に
は
、

中
国
の
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
と
い
う
中
国
政
府

の
意
図
が
相
当
程
度
入
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
先
ほ
ど

申
し
上
げ
た
こ
と
も
踏
ま
え
ま
す
と
、
純
粋
に
経
済
的
な

事
象
と
し
て
こ
の
問
題
を
捉
え
る
の
は
非
常
に
危
険
で
あ

る
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
何
か
コ
メ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

薛　

余
永
定
さ
ん
は
私
の
元
上
司
で
、
ま
さ
に
今
の
ご
指

摘
と
同
じ
考
え
方
を
持
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
、
金
融
改
革

の
失
敗
は
許
さ
れ
ず
、
失
敗
し
た
ら
中
国
が
崩
壊
す
る
危

険
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
慎
重
派
で
す
。

　

こ
れ
以
外
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
高
い

地
位
に
あ
る
人
々
を
含
め
、
対
外
改
革
の
力
を
生
か
し
て

国
内
金
融
改
革
を
促
進
す
る
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
一
つ
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
中
国
の
現
状
を
踏
ま
え
た
前
向
き
の
考
え

方
が
あ
り
ま
す
。
中
国
に
は
莫
大
な
外
貨
準
備
が
あ
り
、

ま
だ
貿
易
黒
字
が
あ
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
け
れ

ば
人
民
元
の
下
落
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
国
内

の
負
債
、
特
に
不
良
債
権
に
つ
い
て
も
、
国
が
国
有
企
業

な
ど
の
資
産
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
売

れ
ば
よ
い
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
え
れ
ば
、
今
、
改
革
を
進

め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
後
で
改
革
す
る
の
で
は

少
々
遅
く
な
り
す
ぎ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

先
ほ
ど
も
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
40
ペ
ー
ジ
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
中
国
の
人
民
元
国
際
化
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
す

が
、
今
は
、
資
本
勘
定
を
完
全
に
オ
ー
プ
ン
に
し
な
い
中

で
、
人
民
元
の
国
際
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
い

く
と
い
ろ
い
ろ
壁
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に

改
革
し
て
い
け
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。
中
国
は
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
な
ど
と
は
異
な
り
ま
す
。
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中
国
は
、
ま
だ
発
展
途
上
国
で
す
し
、
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
壁
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
人
民
元
の
国

際
化
を
言
い
出
し
て
い
ま
す
。
や
り
過
ぎ
で
は
な
い
か
と

よ
く
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
あ
る
意
味
で
、
今
だ
か
ら
で

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
前
常
務
理
事　

ち
ょ
う
ど
時
間
が
参
り
ま
し
た
の
で
、

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
き
ょ
う
の
「
証
券
セ
ミ
ナ
ー
」
を

お
開
き 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
薛
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
拍
手
）

�

（
せ
つ
　
ぐ
ん
・
長
崎
大
学
経
済
学
部
教
授

当
研
究
所
客
員
研
究
員

）
�

（
こ
の
講
演
は
、
平
成
二
六
年
十
二
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。）
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